
図－１全国食中毒事件数の推移：主要原因物質別
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図－２食中毒事件数の推移：主要原因施設別
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図－３食中毒事件数の推移：主要原因施設別比較
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図－4全国とH県内食中毒事件数の推移比較
（原因施設及び原因食品不明食中毒）
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原因施設及び原因食品不明の食中毒は、そのほとんどがH 
県内の発生件数で、食中毒発生総数の減少は、原因施設

 
不明の食中毒の減少と比例している。



図－5
 

H県内の食中毒事件数の推移：主要原因物質別
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